
届いた請求書は、

担当AIが発注表と納品書と

1行ずつ照らす。社長は合わない所を

問い合わせるか決めるだけ
AIエージェントの動き方の一例（見本：架空の仕出し弁当屋）

株式会社SeKnAck

見本の仕出し屋・仕入先・請求書・金額は架空です。見本のため、確認の文は下書きで、仕入先へは何も送っていません。



いまの困りごと

月末に4社から請求書が届くが、発注表や納品書と突き合わせる時間が取れず、

確かめないまま払っている

仕出し弁当屋で、仕入先の月末の請求書が届いた時に起きること（見本の会社の例）

1 月末に仕入先から請求書が届く 2 確かめるなら1行ずつ照らす 3 合わない時は聞くか払うか

起きていること

■ 仕入先4社から、紙の写真とメールの

PDFで請求書が届く

■ 支払いは翌月末に、社長が振り込む

■ 請求書の1行ずつを、同じ日の納品書の

写真と発注表に当てる手間がかかる

今回の見本

（9月分）

数

請求書 4通・47行

納品書の写真 26枚

発注表 22日分・47行

■ 欠品や電話での追加で、発注表と

納品書が違う日もある

■ 問い合わせるなら、相手を疑わない

確認の文も要る

そのため
➢ 忙しくて、突き合わせないまま

払っている

➢ 1箱多い請求や、値上げ前の日の新しい

単価に気づけない

➢ 気づいても、確認の文を書く手間で

後回しになる

注：1〜3の流れと「突き合わせないまま払っていた」は見本の作業場の支払いの決まり、数は今回の見本（9月分）から

出所：見本の作業場（見本の仕出し屋・仕入先・請求書・金額は架空） 2 / 10



全体の流れ

社長は請求書を添えて頼み、問い合わせるかを決めるだけで、

発注表と納品書と1行ずつ照らすのは担当AIが引き受ける

仕入先から請求書が届いてから、確認の文で連絡するまで（見本：架空の仕出し弁当屋） 実線：今回の流れ 主役の仕事

この資料の言葉 担当AI

会社のPCの中で、この仕事を受け持つAI

判断シート

AIが決めない所を、選び方と変わることを並べて社長に聞く1枚

照合の一覧

請求書の行ごとに、発注表・納品書・請求の数と

単価を並べ、合わない所に色を付けたページ

1 請求書が届く

月末に4社から

2 添えて頼む

看板から

3 1行ずつ照らす

発注表・納品書の写真と

4 問い合わせるか決める

社長が決める

5 確認の文で連絡

連絡と振込は社長

仕入先
請求書を送る

担当AI
会社のPCの中

社長
スマホで見る

使う道具 請求書（紙の写真・メールのPDF）
発注表・納品書の写真・

取り決めの単価
AIタスクボード・判断シート・照合の一覧

月末締めの

請求書を送る

請求書を添えて

看板から頼む

発注表・納品書と

照らし、

合わない所だけ一覧に

判断シートで

問い合わせるか決める

確認の文を下書き、

支払いの記録に足す

文を直して

仕入先へ連絡する写真・PDFのまま

払うかは決めない

注：番号は次のページから説明する順。仕入先への連絡と振込は、AIはしません（社長が行います）

出所：見本の作業場の担当AIの手順と支払いの決まり（見本の会社は架空） 3 / 10



1 読む

請求書を添えて頼むと、担当AIは毎日の発注表と納品書の写真を読み、

請求書と1行ずつ照らす

社長のスマホの画面（左）と担当AIが読んだ納品書の写真（中）、頼んでから担当AIがすること（右）

1 社長が請求書4通を添えて頼む
2
担当AIが読んだ納品書の写真

（見本。9/18の分）
頼んでから担当AIがすること 今回の見本で分かったこと

■ 一言欄

➢ 「仕入先4社から、9月分の請求書が

届きました。毎日の発注表と納品書の

写真と突き合わせて、合わない所を

教えてください。」と書いて始める

看板の「請求書の照合」から

■ 請求書

➢ 仕入先・日・品目・数・単価を1行ずつ

読む

4通・47行（写真2・PDF2）

■ 発注表と納品書の写真

➢ 同じ日・同じ品目の行に当て、数を

照らす

発注表47行・22日分／納品書26枚

■ 取り決めの単価とお知らせ

➢ 単価を照らし、値上げの日を確かめる

7品目・値上げのお知らせ1通

社長は届いた請求書を添えて、一言を書いて「始める」を押すだけです。発注表・納品書の写真・取り決めの単価は、担当AIが作業場から読みます

注：納品書の写真26枚のうち、合わない所に関わる4枚は担当AIが自分で開き直して確かめました。残りは作る役のAIが書き出した物を使っています。取り決めの単価は7品目です

出所：見本の作業場で、担当AIの「請求書の照合」（2026年10月16日）を実際に動かした結果（見本の仕出し屋・仕入先・請求書・金額は架空） 4 / 10



2 照らして残す

担当AIは4社の請求書を同じ見方で照らし、欠品や電話での追加は

「合う」と見分けて、合わない所だけを残す

4社の請求書を照らした結果（仕入先ごとに同じ3つの見方で） 照らして合った所 合わない所

結果

有限会社あおば青果

請求 115,560円（税込）
写真・24行

9/17 キャベツは発注4箱・納品書3箱（欠品1）。請求も

3箱なので合う
計算は合っている すべて合う

たかだ精肉店

請求 123,811円（税込）
PDF・10行

9/30 豚こま切れの請求の単価が1,280円。値上げは10/1の

お届け分からで、1,180円のはず
計算は合っている 合わない1行

みのり米穀店

請求 160,056円（税込）
PDF・4行

9/14 精米は発注3袋・納品書4袋（電話で1袋追加）。請求も

4袋なので合う
計算は合っている すべて合う

ひだまり養鶏場

請求 124,848円（税込）
写真・9行 9/18 卵 Mサイズは発注4箱・納品書4箱、請求は5箱 計算は合っている 合わない1行

請求書 発注表・納品書と照らした事 小計・消費税・合計

注：数は納品書（受け取りの印のある数）どおりなら合う、単価は取り決めの単価と値上げのお知らせの日で照らす、が見本の会社の支払いの決まりです。どの請求書も、小計・消費税（8%）・

合計の計算は合っていました

出所：見本の作業場で、担当AIの「請求書の照合」（2026年10月16日）を実際に動かした結果（見本の仕出し屋・仕入先・請求書・金額は架空） 5 / 10



3 担当AIが決めない所

数が合わない卵1箱を問い合わせるか、そのまま払うかは、

担当AIは決めず、事実を並べて社長が決める

照らした行のうち目を止めた4行（左。青い枠は社長が決める1行）と、社長に聞く所の中身（右。画面は判断シートのQ1） 社長が決める行（1行）

照らした47行のうち、目を止めた4行

ひだまり養鶏場 9/18

卵

数：納品書4箱・請求5箱

差 3,400円（税抜）

社長が

決める

たかだ精肉店 9/30

豚こま

単価：1,180円のはずが

1,280円

差 900円（税抜）

決まり

どおり確認

あおば青果 9/17

キャベツ

欠品1。請求も

納品書どおり
合う

みのり米穀店 9/14

精米

電話で1袋追加。請求も

納品書どおり
合う

拡大：卵1箱をどうするか（担当AIが決めない所）

決まり

値段の違いは仕入先に

確かめる。数の違いは、問い

合わせるか払うかを社長が

決める

迷う所

金額は小さく（3,400円・

税抜）、20年のお付き合いの

仕入先

事実を並べ、問い合わせるか払うかは社長に聞く

シートでは案ごとに、選ぶと変わる

こととおすすめの理由を並べる

注：見本の会社の支払いの決まりでは、値段の違いは社長に聞かずに確認の文を下書きし、数の違いは社長が決めます。担当AIは案を出すところまでです。仕入先への連絡と振込もAIはしません

出所：見本の作業場で、担当AIの「請求書の照合」（2026年10月16日）を実際に動かした結果（見本の仕出し屋・仕入先・請求書・金額は架空） 6 / 10



4 1枚で確認

卵1箱を問い合わせるか払うかは、選ぶと変わることとおすすめの理由を

並べた1枚で、社長が選ぶだけで済む

担当AIが作った判断シートのQ1（左）と、その中身の比べ（右。シートの選択肢・選ぶと変わること・おすすめの理由から）

1 社長のスマホに届くシート（Q1）
案A　 推奨・社長が選んだ

問い合わせる

案B

そのまま払う

案C

別案（下の窓に書く）

どうするか
■ 確認の文をAIが下書きし、

社長が電話か手紙で伝える

■ 請求どおり124,848円を払う ■ 社長が書いた方法

選ぶと変わる

こと

■ 払う額は相手の返事しだい

（誤りなら3,672円・税込が

減る）。「控えでは4箱でしたが」

と尋ねる文にするので、関係は

損ねにくい

■ 連絡の手間はゼロ。3,672円

（税込）多く払うかもしれない

■ 書いた内容に合わせて、AIが

進め方を考え直す

支払いの記録
➢ 「9/18 1箱 確認中」と残る ➢ 「そのまま払う（丸山社長が

決めた）」と残る

➢ 書いた内容で残る

判定

◎ 納品書の控えに4箱・

受け取りの印もあり、こちらの

記録ははっきりしている

○ 手間はかからないが、多く

払うかもしれない

○ 社長の言葉で決められる

注：社長の答えは案A（問い合わせる）です。案Cの別案は下の窓に書けます。豚こま切れの単価の違いは、決まりどおり確認するため、シートの問いにはしていません

出所：見本の作業場で、担当AIの「請求書の照合」（2026年10月16日）を実際に動かした結果（見本の仕出し屋・仕入先・請求書・金額は架空） 7 / 10



5 答えと確認の文

社長が答えると、決まったことが照合の一覧に入り、

仕入先への確認の文2通が下書きされている

社長のスマホの画面（答えてから確認の文ができるまで。順に1〜3）

1 判断シートで答える

「回答文を作る」で「Q1 A」ができ、カードの

会話欄に貼って送る

2 一覧に決まったことが入る

合わない2行に「決まったこと」。支払いの記録は12行

→ 16行

3 確認の文ができている

2社あて2通の下書き（たかだ精肉店・

ひだまり養鶏場）。社長が直して連絡する

注：時間の目安：手作業で約55分の突き合わせと確認の文づくりが、確認の約5分になります（見本の条件での試算。担当AIの作業は約7分（見本の撮影で実測）、手作業は請求書の行1分×47行＋

確認の文1通5分×2通で計算）。見本のため、確認の文は下書きで、仕入先へは何も送っていません

出所：見本の作業場で撮影した社長のスマホの画面（見本の仕出し屋・仕入先・請求書・金額は架空） 8 / 10



御社に合わせる

仕入先の請求書と納品書の写真は一例で、外注先の請求書や検品の記録など、

今お使いの形に合わせて作り直せる

今回の見本で使った物と、御社に合わせて置き換えられる物 今回の例 置き換えられる物

照らす相手 →

届いた証し →

頼んだ記録 →

ここでお見せしたのは一例です。「ここをこう変えたい」をお聞かせください。

今回の例（見本） 置き換えられる物（例）

仕入先の請求書 外注先の請求書・運送の請求

納品書の写真 検品の記録・受け取りのサイン

発注表 注文の履歴・発注システムの書き出し

注：右の列は置き換えの例です。飲食・小売・卸など、仕入れの多い商売で同じ形が使えます。実際にどれを使うかは、お話を伺ってから決めます

出所：株式会社SeKnAck 9 / 10



導入とその先

最初の1つを使える状態で納品し、その先は伴走で一緒に広げていく

最初の1つの納品から社内に根づくまでの4段と、お問い合わせ先

納品までと、その先の伴走

伴 走

納品で

終わりではない

ここまでが初期導入

お問い合わせ先

資料のご請求・お問い合わせ

ai-setup@seknack.com
株式会社SeKnAck

1

例を見る

見本は動き方の例。「うちなら

これ」を1つ選ぶ

2

最初の1つを納品

御社の業務とお使いの

道具に合わせて作り直し、

導入まで済ませてお渡し。

その日から使えます

3

伴走で広げる

使いながら、2つ目・

3つ目の業務も一緒に

作っていけます（内容と

進め方はご相談）

4

社内に根づく

社内のAI担当者が育つ、

または社長ご自身がAIを

使いこなせる状態まで

注：伴走の内容と進め方は、ご相談のうえ決めます。

出所：株式会社SeKnAck（このページまでの画面と数字は見本の作業場の物。見本の仕出し屋・仕入先・請求書・金額は架空） 10 / 10


